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１．平成２３年度研究活動等報告 
 
 
教授・安谷屋 均 

著書 
1. 安谷屋均（2012）『生理学きほんノート 1 版』、南山堂、東京、全 145 頁 

報告書等 
1. 安谷屋均（2012） 「資料２ シラバス：包括的保健看護実習Ⅰ」 前田和子・神里みどり・

大湾明美編『平成 23 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島しょにおける「包括的

専門看護師」の養成 平成 23 年度成果報告書』、沖縄県立看護大学  
 
教授・石川りみ子 

学術論文 
1. 石川りみ子・宮城裕子・伊牟田ゆかり・平良孝美（2011）島しょに居住する HOT 患者の在宅

での療養状況および伝統的な行事と QOL との関連、沖縄県立看護大学紀要 13:17-29 
学会 

1. 平良孝美、石川りみ子（2011 年 6 月）、外来における看護師の患者指導体制づくり、日本慢性

看護学会第５回学術集会、岐阜県羽島市 
2. 徳村龍二、石川りみ子、宮城裕子（2011 年 9 月）、在宅酸素療法患者の社会参加に影響する要

因－壮年期の発達課題に焦点を当てて－、第 42 回日本看護学会 成人看護Ⅰ・Ⅱ、大阪市 
3. 玉城久美子、石川りみ子、玉井なおみ（2011 年 9 月）、外来で化学療法を受けている乳がん患

者のストレスコーピング、第 42 回日本看護学会 成人看護Ⅰ・Ⅱ、大阪市 
4. 時岡皓平、石川りみ子、宮城裕子（2011 年 9 月）、外来看護における慢性疾患患者への療養指

導に関する困難さの要因、第 42 回日本看護学会 成人看護Ⅰ・Ⅱ、大阪市 
5. 石川りみこ・玉城久美子・宮城裕子・（2011 年 11 月）、島嶼に居住する在宅酸素療法患者の

在宅 療養に影響する要因と支援体制の検討、第 21 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

学術集会、長野県松本市 
6. Rimiko ISHIKAWA, Tsuyako HIDAKA, Mako SHIROUZU, Kazuko MAEDA, Tomohiro 

TOKUYAMA, Shinobu MAKIUCHI, Hitomi TAKEMOTO, Junko OGA, Yasuko KINJO,  
Kinuyo INAGAKI, Yoshinori KINJO, Shizuko YASUKOUCHI, Hong YAN, Yasue 
YAMAZUMI, Fumiko YASUKATA（2012 年 3 月）、An Attempt to Conduct Mutually 
Attended Classes for Graduate School Education at Different Locations through nformation 
and Communication Technology (ICT), 国際ケアリング学会、広島県廿日市市 

 
教授・大湾明美 

著書 
1. 大湾明美（2011）「第 4 章 健康教育・へルスプロモーションの展開 事例 2)介護予防とヘルス

プロモーションの実際－波照間島での自助・互助・公助の連携・強化の事例－」  特定非営
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利活動法人日本健康教育士養成機構編：『新しい健康観 理論と事例から学ぶ健康増進への道』，

東京：保健同人社、PP．174-177 

2. 大湾明美（2011）「第Ⅸ章 生かし生かされる地域づくり」  正木治恵・真田弘美編『老年看護概論 

「老いを生きる」を支えることとは』 東京：南江堂，PP．279-324 

学術論文 
1. 田場由紀・大湾明美・伊牟田ゆかり・糸数仁美・呉地祥友里・野口美和子（2012）要介護高齢

者の社会への参加ニーズとその特性、沖縄県立看護大学紀要 13:83-92 
解説論文 

1. 野口美和子・大湾明美（2011）「島しょ保健看護学」の確立の必要性、看護教育 52(11):942-947 
2. 前田和子・大湾明美（2011）学部における臨地実習の新たな教育方法「島しょモデル型臨地実

習」の確立の必要性、看護教育 52(12):1024-1029 
3. 大湾明美・野口美和子（2012）島しょ看護研究をどう進めるか その方法と実際、看護教育

53(2):142-147 
4. 前田和子・大湾明美・神里みどり（2012）看護職者の役割拡大と島しょ保健看護 沖縄県に必

要な高度実践看護職者とその教育、看護教育 53(3):234-240 
学会 

1. 大湾明美・野口美和子・植田悠紀子・石垣和子・北村久美子・山崎不二子（2011 年 10 月）、

看護学士課程における島嶼看護学教育（第２報）－島嶼看護学教育の影響・効果と課題に関す

る面接調査から－、日本ルーラルナーシング学会第６回学術集会、旭川市 
2. 大湾明美・坂東瑠美・佐久川政吉・田場由紀・伊牟田ゆかり・呉地祥友里（2011 年 11 月）、

小離島における在宅終末期ケアのしくみづくり－A島とB島との特徴から－、第76回日本民族

衛生学会総会、福岡市 
3. 田場由紀・大湾明美・伊牟田ゆかり・糸数仁美・呉地祥友里・野口美和子（2011 年 11 月）、

要介護高齢者の社会への参加ニーズとその特性、第 76 回日本民族衛生学会総会、福岡市 
4. 伊牟田ゆかり・大湾明美・佐久川政吉・田場由紀（2011 年 11 月）、生活機能障害を持つ高齢

者の自己概念と自己概念に影響を及ぼす他者の役割－高齢者ひとりの生活歴の語りからの考察

－、第 76 回日本民族衛生学会総会、福岡市 
5. 山崎不二子・野口美和子・大湾明美・植田悠紀子・石垣和子・北村久美子（2011 年 10 月）、

看護学士課程における島嶼看護学教育（第３報）－島嶼看護学教育の科目に関する面接調査か

ら－、日本ルーラルナーシング学会第６回学術集会、旭川市 
6. 山口初代・大湾明美・佐久川政吉・呉地祥友里・坂東瑠美・糸数仁美（2011 年 10 月）、沖縄

県小離島における要支援・要介護高齢母親と息子とのサポートの授受の意味、日本ルーラルナ

ーシング学会第６回学術集会、旭川市 
7. 美底恭子・大湾明美・伊牟田ゆかり・糸数仁美（2011 年 10 月）、離島診療所における高齢者

の内服自己管理への看護師の支援（第２報）－「受診支援」に着目して－、日本ルーラルナー

シング学会第６回学術集会、旭川市 
8. 呉地祥友里・田場由紀・大湾明美（2011 年 10 月）、島出身者による高齢者ケアの誕生にかか

わった経緯－A 島の事例－、日本ルーラルナーシング学会第６回学術集会、旭川市 
9. 盛島幸子・知念久美子・大湾明美・野口美和子（2011 年 10 月）、島嶼における保健看護活動
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の評価のあり方－宮古保健所管内における母子保健活動の過程を通して－、日本ルーラルナー

シング学会第６回学術集会、旭川市 
10. 下地幸子・大湾明美・田場由紀・糸数仁美・呉地祥友里・野口美和子（2011 年 11 月）、高齢

糖尿病患者の主体的な参加のプロセスによる仲間との活動の評価と看護職の役割、第 76 回日

本民族衛生学会総会、福岡市 
報告書等 

1. 前田和子・神里みどり・大湾明美編(2012)『平成 23 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成

事業 島嶼における「包括的専門看護師」の養成 平成 23 年度成果報告書』、沖縄県立看護大

学 
新聞・ラジオ・TV 等 

1. 大湾明美（2011）紙面批評「地方紙の強さ生かして 多様な支援に着目を」琉球新報 4 月 9
日 第８面 

2. 大湾明美（2011）紙面批評「スポーツ、裏方も取材を 見えぬものを文字にして」琉球新報 5
月 14 日 第８面 

3. 大湾明美（2011）紙面批評「“生き抜く力”を教える記事 天災も人災も糧にして」琉球新報 

6 月 11 日 第８面 
4. 大湾明美（2011）紙面批評「学校は NIE 記事活用を 高齢者への配慮も必要」琉球新報 7 月

9 日 第８面 
5. 大湾明美（2011）紙面批評「“声”は次代につなぐ知恵 希望持たせる沖縄の宝」琉球新報 8

月 13 日 第８面 
6. 大湾明美（2011）紙面批評「肝心でつなぐ絆 地方紙の力で継承を」琉球新報 9 月 10 日 第

８面 
 

教授・嘉手苅英子 
学術論文 

1. 嘉手苅英子・金城忍・高橋幸子(2012）沖縄県における看護師学校養成所の推移-第二次世界大

戦終了後～2009 年まで～、沖縄県立看護大学紀要 12:155-122 
報告書等  

１．嘉手苅英子（2012） 「資料２ シラバス：包括的臨床薬理学実習Ⅰ」 前田和子・神里み

どり・大湾明美編 『平成 23 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島しょにおける

「包括的専門看護師」の養成 平成 23 年度成果報告書』、沖縄県立看護大学 P 
 

教授・神里 みどり 
著書 

1. 神里みどり（2012）「第Ⅲ章 がん治療の最新エビデンス：補完代替療法」 浅野美知恵、奥野

滋子編『根拠がわかるがん看護ベストプラクティス』、南江堂、東京、PP．164-167 
学術論文 

1. 相原優子・神里みどり・謝花小百合・玉井なおみ・塚原ゆかり・濱田香純・佐伯香織・吉澤龍

太・山本弥生・清水かおり（2012） がん看護実践に活用可能な補完代替療法の効果と安全性
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のエビデンスに関する文献検討、沖縄県立看護大学紀要 13:1-16 
2. 謝花小百合・神里みどり(2012) 終末期がん患者の家族ケアとしての死後のケアに関する文献

検討、沖縄県立看護大学紀要 13:103-111 
3. 謝花小百合・神里みどり(2012) 終末期がん患者の検体の意思を支えるための看取りから死別

に至までの家族ケア、沖縄県立看護大学紀要 13:73-82 
解説論文 

1. 神里みどり・野口美和子（2012）大学院における島しょ看護の高度実践指導者育成への挑戦、

看護教育、53(1)：64-70 
2. 神里みどり(2011) Special Issue ベッドサイドでできるアロママッサージの効果、Expert 

Nurse, 27(12):59-70 
3. 前田和子・大湾明美・神里みどり(2012) 看護職の役割拡大と島しょ保健看護：沖縄県に必要

な高度実践看護職とその教育、看護教育、53(3):234-240 
学会 

1. Midori Kamizato, Sayuri Jahana, Yuko Aihara, Naomi Tamai, Yukari Tukahara , Kaori 
Shimizu  Ryuta Yosizawa (2011 年 6 月): Development of Brief Education Program of 
Complementary and  Alternative Therapy for Oncology Nursing, Support Care Cancer, 
p290 , Atene 

2.  Midori Kamizato, Yuko Aihara, Sayuri Jahana, Kaori Saeki, Naomi Tamai, Mieko Taira, 
Kasumi Hamada, Ryuta Yosizawa, Kayo Nagano, Risa Takamiya(2012年3月): The Serching 
for Effectiveness and usefulness of Tapping Touch into Nursing Practice, International 
Hiroshima Conference on Caring and Peace, Hiroshima 

3.  Mieko Taira, Midori Kamizato, Yuko Aihara, Sayuri Jahana, Kaori Saeki, Naomi Tamai, 
Kasumi Hamada, Ryuta Yosizawa, Kayo Nagano, Risa Takamiya(2012年3月): The Serching 
for Effectiveness of Healing Touch into Nursing Practice , International Hiroshima 
Conference on Caring and Peace, Hiroshima 

4. 相原優子・神里みどり・清水かおり・謝花さゆり・玉井なおみ・濱田香純(2011 年 8 月)、がん

看護実践に活用可能な補完代替療法の効果と安全性のエビデンスに関する文献検討, 第 37 回

日本看護研究学会,横浜 
5. 神里みどり,・吉澤龍太(2011 年 11 月)、終末期脳腫瘍患児の両親に対するアロママッサージと

芳香浴の効果, 第 35 回日本死の臨床研究年次大会、千葉 
6. 吉澤龍太・神里みどり(2011 年 11 月)、痛みのアセスメントシートがもたらした終末期患者の包

括的スクリーニングの効果、第 35 回日本死の臨床研究年次大会、千葉 
7. 神里みどり・清水かおり(2011 年 9 月)、離島診療所看護師の補完代替療法の活用の実態, 第 6

回日本ルーラルナーシング学会学術集会抄録集、北海道 
8. 仲宗根洋子・神里みどり(2011 年 9 月)、沖縄県離島の公立病院外来における糖尿病に対する予

防看護の現状と課題、第 6 回日本ルーラルナーシング学会学術集会抄録集、北海道 
9. 吉澤龍太・神里みどり(2011 年 11 月)、がん診療拠点病院に勤務する看護師のがん性疼痛に関す

る知識の向上を目指した介入の検討、第 31 回日本看護科学学会、高知 
10.  神里みどり・相原優子・謝花小百合・玉井なおみ・吉澤龍太・濱田香純・清水かおり・塚原ゆ
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かり・永野佳世・平良美栄子・佐伯香織(2012 年 2 月)、一般病院におけるヒーリングワゴンを

活用した補完代替療法の導入効果，第 26 回日本がん看護学会誌、島根 
11.  濱田香純,・神里みどり・相原優子・謝花小百合・玉井なおみ・吉澤龍太・清水かおり・塚原ゆ

かり・永野佳世・平良美栄子・佐伯香織(2012 年 2 月)、緩和ケア病棟におけるヒーリングワゴ

ン導入を通した補完代替療法の活用状況と効果, 第 26 回日本がん看護学会誌、島根 
12.  謝花小百合・神里みどり(2012 年 2 月)、死亡直後の終末期がん患者の家族にとっての必要なお

別れの時間、第 26 回日本がん看護学会誌、島根 
13.  吉澤龍太・神里みどり(2012 年 2 月)、がん性疼痛アセスメントツール導入による看護師のアセ

スメ  ント能力の向上とそれに伴う円滑な意思との連携への効果、第 26 回日本がん看護学会誌、

島根 
14.  藤田今日子・神里みどり・玉井なおみ(2012 年 2 月)、実用化を目指した遺族ケアとしての手紙、

第 26 回日本がん看護学会誌、島根 
報告書等 

1. 神里みどり（2012）「島嶼看護の高度実践指導者の育成」『組織的な大学院教育改革推進プログ

ラム 平成 20 年度採択教育プログラム 事後評価結果報告書 別冊 医療系』東京：独立行政

法人日本学術振興会 組織的な大学院教育改革推進プログラム委員会、pp．158-169 

2. 神里みどり・相原優子・謝花小百合・玉井なおみ・田島瑞穂・清水香織・塚原ゆかり・山本弥

生・吉澤龍太・濱田香純・永野佳世・平良美栄子・高宮里沙(2012)「平成 21 年度～23 年度科

学研究費補助金(基盤研究 C)エビデンスに基づいたがん看護援助に関する補完代替療法の教育

プログラムの開発 実践活動報告書」沖縄：沖縄県立看護大学 

3. 前田和子・神里みどり・大湾明美編『平成 23 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 

島しょにおける「包括的専門看護師」の養成 平成 23 年度成果報告書』、沖縄県立看護大学 
新聞・ラジオ・TV 等 

1. 神里みどり（2011）がんになっても 安心社会への模索 28「癒やしワゴンの試み」沖縄タイム

ス 10 月 29 日 第 26 面 
その他 

1.  神里みどり(2011) 特別講演「保健学科に期待するものー私の遊学、臨床、教育経験からー」

琉球大学医学部保健学科、8 月 20 日(土) 
 

教授・金城芳秀 
学術論文 

1. 宇良俊二・當山冨士子、田場真由美、高原美鈴、金城芳秀（2012）沖縄県の断酒会に参加して

いるアルコール依存症者の自殺に対する意識及び態度に関する研究、沖縄県立看護大学紀要

13:31-38 
学会 

1. 金城芳秀、木場優佳（2011 年 11 月）、沖縄県Ａ離島に勤務する看護師の人つきあいと健康習

慣、第 76 回 日本民族衛生学会総会、福岡市 
2. 金城芳秀、木場優佳（2011 年 11 月）、沖縄県Ａ離島と鹿児島県Ｂ島の看護師の喫煙状況、第 6

回 日本禁煙科学会学術総会、那覇市 
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報告書等 

１．金城芳秀（2012） 「第 5 節 学習環境（ICT)の整備（八重山・宮古）」前田和子・神里みど

り・大湾明美編 『平成 23 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島しょにおける「包

括的専門看護師」の養成 平成 23 年度成果報告書』、沖縄県立看護大学 PP22-23 
その他 

1. 金城芳秀、渡邊智子（2011）ケアリング・アイランド九州・沖縄地区学生コンソーシアムの構

築に向けて、ほすぴたる 6 月号 No.641、PP14-18. 
2. 金城芳秀（2012）DNP（看護実践者のための博士課程）における統計学コース、シンセサイザ

ー10(1)：39-47、沖縄県立看護大学 
 

教授・新城正紀 
なし 

 
教授・玉城清子 

学術論文（査読を受けた論文） 
1. 玉城清子, 西平朋子, 賀数いづみ, 井上松代, 川平由美(2011)：院内助産システム解説の始動 

－第 1 次～第 3 次救急医療を担う施設の場合－, 沖縄県立看護大学紀要 12:85-91. 
2. 西平朋子, 玉城清子(2011)：産後 1 か月と 3 か月時点の母親の抑うつの変化 －NICU に入院し

た子どもをもつ母親と正常新生児をもつ母親との比較－, 沖縄県立看護大学紀要 12:37-46. 
3. 仲宗根洋子, 野村幸子, 知念久美子, 玉城清子, 神里みどり(2011)：Rural Contexts – Islands  

ルーラルの文脈－島嶼, 沖縄県立看護大学紀要 12:139-147. 
4. 知念久美子, 玉城清子(2011)：一般不妊治療をした女性の母親役割獲得 －妊娠・出産期から

産後 3 ケ月までの主観的体験－, 沖縄県立看護大学紀要 12:25-35. 
解説論文（依頼原稿） 

1. 神里みどり・玉城清子・當山冨士子・野口美和子（2011）組織的な大学院教育改革推進プログ

ラム－「島嶼看護の高度実践指導者の育成」の取り組み、沖縄県立看護大学紀要 12:113-121 
学会 

1. 玉城清子（2011 年 8 月）、戦後占領下にあった沖縄の助産師教育、日本看護歴史学会第 25 回

学術集会、那覇市. 
2. 上田礼子, 吉川千恵子, 玉城清子, 上間友香, 西平朋子, 宮澤純子(2011 年 11月)：子ども虐待予

防のプレアセスメントツールと支援に関するアクション・リサーチ, 第 76 回日本民族衛生学会

総会, 福岡.  
報告書等 

1. 玉城清子（2012） 「資料２ シラバス：包括的保健看護特論Ⅲ、包括的保健看護演習」 前

田和子・神里みどり・大湾明美編 『平成 23 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 

島しょにおける「包括的専門看護師」の養成 平成 23 年度成果報告書』、沖縄県立看護大学、

P35,39 
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教授・知念榮子 

なし 
 
教授・當山 冨士子 

学術論文 
1. 當山冨士子・高原美鈴、沖縄における精神科医療の黎明、沖縄県立看護大学紀要 13 号 2012

年 3 月 
2. 嘉陽晴奈、當山冨士子、田場真由美、宇良俊二、高原美鈴、宮城千秋：タッピング・タッチの

心身への影響―通所リハビリテーション利用者を対象として、第 27 回沖縄県看護研究学会集

録 ｐ95-98  2012 年 2 月 
3. 渡口真理子、宮平恵、田場真由美、當山冨士子、宇良俊二、高原美鈴、宮城千秋：アスペルガ

ー症候群の子どもを持つ親への支援―診断前と診断後における悩み・ニーズから、第 27 回沖

縄県看護研究学会集録  ｐ153-156 2012 年 2 月 
4. 宮平恵、渡口真理子、田場真由美、當山冨士子、宇良俊二、高原美鈴、宮城千秋：自閉症児を

持つ母親の育児に関する肯定的情動―Ａ県内の自閉症の会会員へのインタビュー調査より、第

27 回沖縄県看護研究学会集録  ｐ161-164 2012 年 2 月 
学会 

1. 平井志保、當山冨士子、高原美鈴：“沖縄戦”へ動員を余儀なくされた元女子学徒隊の看護と

精神保健（その１）、第 70 回日本公衆衛生学会総会抄録集、p381 秋田市 2011 年 10 月 
2. 塚田宏子、當山冨士子、高原美鈴：“沖縄戦”へ動員を余儀なくされた元女子学徒隊の看護と

精神保健（その 2）、第 70 回日本公衆衛生学会総会抄録集、p381 秋田市 2011 年 10 月 
シンポジウム 

1. 當山冨士子：「沖縄戦とこころの傷」シンポジスト、 主催「沖縄戦・精神保健研究会」による

市民公開講座、2011 年 11 月 5 日、那覇市 
2. 當山冨士子：「沖縄戦と精神保健」シンポジスト、第 54 回日本・地域精神医学会総会 2011 年

11 月  宜野湾市 
3. 當山冨士子：「沖縄戦の後遺症とトラウマ的記憶」シンポジスト、早稲田大学琉球・沖縄研究主

催「復帰 40 周年記念シンポジウム」、2012 年 3 月  東京 
新聞・ラジオ・TV 等 

1. 當山冨士子：社会欄「沖縄戦と PTSD」琉球新報 11 月 6 日 第 27 面 
2. 當山冨士子：社会欄「戦体験癒えぬ心の傷」沖縄タイムス 11 月 6 日 
3. 當山冨士子：社会欄 記念-日米開戦 70 年 「年重ね増す心の傷」朝日新聞 12 月 8 日第 38

面 
 

教授・前田和子 
解説論文 

1. 前田和子・大湾明美（2011） 沖縄から漕ぎ出す「島しょ保健看護学」の船出第 2 回 学部にお

ける臨地実習の新たな教育方法「島しょモデル型臨地実習」．医学教育 52(12)1024-1029、東
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京：医学書院 
2. 前田和子・大湾明美・神里みどり（2011）沖縄から漕ぎ出す「島しょ保健看護学」の船出第 5

回 看護職者の役割拡大と島しょ保健看護―沖縄県に必要な高度実践看護職者とその教育．医

学教育 53(3)234-240、東京：医学書院 
学会 

1. 宮澤純子・前田和子（2011 年 12 月）乳幼児の不適切なペアレンティングー保育士へのグルー

プ・インタビューからー．日本子ども虐待防止学会第 17 回学術集会いばらき大会、つくば市 
2. Rimiko ISHIKAWA, Tsuyako HIDAKA, Mako SHIROUZU, Kazuko MAEDA, Tomohiro  
 TOKUYAMA, Shinobu MAKIUCHI, Hitomi TAKEMOTO, Junko OGA, Yasuko KINJO,  
 Kinuyo INAGAKI, Yoshinori KINJO, Shizuko YASUKOUCHI, Hong YAN, Yasue 

YAMAZUMI, Fumiko YASUKATA（2012 年 3 月）、An Attempt to Conduct Mutually 
Attended Classes for Graduate School Education at Different Locations through 
Information and Communication Technology (ICT), 国際ケアリング学会、広島県廿日市市 

報告書等 
1. 前田和子・大湾明美・神里みどり編集（2012）『平成 23 年度専門看護師・薬剤師等医療人材養

成事業 島しょにおける「包括的専門看護師」の養成―「教育カリキュラム開発による看護の

役割拡大」の教育プログラム― 平成 23 年度成果報告書』 那覇：沖縄県立看護大学 
2.  前田和子監修（2012）シンセサイザー第 10 巻 1 号、沖縄県立看護大学 

その他 
1. 前田和子（2011）インタビューコーナー．沖縄県医師会報 47(10):74-78 
2. 前田和子（2011）地域の力―「生活の質」を支える人々．第 35回那覇市社会福祉大会、pp27-37、

那覇：那覇市・社会福祉法人那覇市社会福祉協議会、10 月 7 日 
 

特任教授・池田明子 
なし 

 
特任教授・植田 悠紀子 

学会 
1. 植田悠紀子、深沢幸枝（2011 年 10 月）、健診結果とレセプトによる糖尿病対策の検討、日本

公衆衛生学会第 70 回学術集会、秋田 
 

準教授・川崎 道子 
学術論文 

1. 川崎道子・永吉ルリ子・牧内忍・大屋記子・宮地文子（2012）沖縄県における保健師駐在制の

メリット・デメリットおよび継承すべき能力、沖縄県立看護大学紀要 13:39-47 
学会 

1. Michiko Kawasaki・Akiko Sasaki・Humiko Miyaji（2011 年 6 月），The Relationship Anxiety 
of Mothers ’Childcare among Infant and Social Network in Island．The 2nd 
JAPAN-KOREA JOINT CONFERENCE ON COMMUNITY HEALTH NURSING，Kobe City 
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2. 永吉ルリ子・川崎道子・牧内忍・大屋記子 沖縄県で駐在制を経験した保健師の実践能力の継

承と人材育成、日本看護歴史学会第 25 回学術集会、那覇市 
3. 伊禮嘉宣・川崎道子 Ａ市地域住民の特定健康診査受診行動に関連する要因、第 43 回沖縄県公    

衆衛生学会、那覇市 
報告書等   

1. 川崎道子（2012） 「資料２ シラバス：包括的保健看護実習Ⅲ」 前田和子・神里みどり・

大湾明美編 『平成 23 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島しょにおける「包括

的専門看護師」の養成 平成 23 年度成果報告書』、沖縄県立看護大学､P43 
 

准教授・渡久山朝裕 
学会 

1．辻麻理子，大城市子，吉元なるよ，井村弘子，渡久山朝裕，今村葉子，飯田昌子，浅井いづみ，

徳田由香，柳田哲弘，大嶋美登子，江崎百美子，緒方釈，青山のぞみ，才津文子，堀川悦夫，

松島淳，長浦由紀，村上ゆき，阪木淳子，山本政弘（2011 年 11 月）、九州ブロックにおけるカ

ウンセリング体制整備の実践、第 25 回日本エイズ学会、新宿区 
2．向井美穂子，椎木創一，高山義浩，平良美枝子，渡久山朝裕（2011 年 12 月）、「派遣カウンセ

ラー制度」の活用と臨床心理士カンファレンス、第 25 回日本エイズ学会、新宿区 
3. Rimiko ISHIKAWA, Tsuyako HIDAKA, Mako SHIROUZU, Kazuko MAEDA,  
  Tomohiro TOKUYAMA, Shinobu MAKIUCHI, Hitomi TAKEMOTO, Junko OGA,  
  Yasuko KINJO, Kinuyo INAGAKI, Yoshinori KINJO, Shizuko YASUKOUCHI, Hong YAN,  

   Yoshie YAMAZUMI, Fumiko YASUKATA ( 2012. March) ,  An Attempt to Conduct 
Mutually Attended Classes for Graduate School Education at Different Locations through 
Information and Communication Technology (ICT),  International Hiroshima Conference 
on Caring and Peace,  Hatsukaichi 

新聞・ラジオ・TV 等 
1. 渡久山朝裕（2011）レキオへようこそ「沖縄いのちの電話の自殺防止活動について」FM レキ

オ 12 月 15 日 
 

講師・赤嶺伊都子 
なし 

 
講師・井上松代 

学会 
1. 井上松代、下中壽美（2011 年 8 月）、中学生のデート DV の認識－「男女交際について考える」

授業実施から－、第 30 回日本思春期学会学術集会、福岡市 
2. Matsuyo Inoue, Mayumi Taba, Yoshihide Kinjo,et at all (2012.3), Demands of clinical 

training staff toward nursing college faculty-An Evaluation of the Caring Island 
Kyusyu-Okinawa Project-, International Hiroshima Conference on Caring and Peace, 
Hatsukaichi city, Hiroshima 
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講師・上原和代 

学術論文 
1. 鈴木ミナ子、野村幸子、上原和代、上原梨那（2011）、小児看護技術における OSCE 実施の効

果について、九州小児看護教育研究会誌、12：17-21 
 

講師・大川嶺子 
報告書等 

1. 大川嶺子（2012） 「資料２ シラバス：包括的保健看護実習Ⅲ」 前田和子・神里みどり・

大湾明美編 『平成 23 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島しょにおける「包括

的専門看護師」の養成 平成 23 年度成果報告書』、沖縄県立看護大学、P44 
 

講師・賀数いづみ 
学会 

1. 安部玲美 賀数いづみ 第52回日本母性衛生学会総会・学術集会(2011年9月）、NICU入院児の

母親への心理的支援－NICU・GCU看護師の経験年数による比較－、京都市 
 

講師・金城忍 
学術論文 

1. 嘉手苅英子，金城忍，高橋幸子（2011）：沖縄県における看護師学校養成所の推移，沖縄県立看

護大学紀要，13，（３月発刊予定）. 
2. 高橋幸子，伊良波理絵，宮里智子，金城忍，嘉手苅英子（2011）：「健康自主管理プログラム」

における看護学生の主観的体験，沖縄県立看護大学紀要，13，（３月発刊予定）. 
学会 

1. Akira Kitagawa , Yasue Yamazumi , Kazuko Muroya , Shigeko Shono , Kazuyo Hazemoto , Kuniko 
Sakai , Shinobu Kinjo , Yoko Nakasone , Emiko Nakashima , Hitomi Tsukahara , Natsuko Shimizu , 

Fumiko Yasukata（2011）：Conducting needs analysis with a view to improving the skills of newly 

graduated nurses in Japan，Sigma Theta Tau International’s 22nd International Nursing Research 

Congress． 
2. Emiko Nakashima , Hitomi Tsukahara , Masako Kanayama , Ayako Ura , Shinobu Kinjo , Yoko Nakasone , 

Itsuko Shono , Kazuko Muroya , Shigeko Shono , Kazuyo Hazemoto , Kuniko Sakai , Akira Kitagawa , 

Yasue Yamazumi , Fumiko Yasukata（2011）：Actual condition of nursing skills support and 

satisfaction of novice nurses who received the support，Sigma Theta Tau International’s 22nd 

International Nursing Research Congress． 
3. 金城忍，嘉手苅英子，名渡山智子，上里利恵子，加藤久美子，名城一枝，徳田菊恵，安和やよい（2011）：

沖縄の看護の歴史に関するエピソード選定の視点 -「物に語らせる沖縄の看護の歴史 資料集」作

成に向けて-，第 25 回日本看護歴史学会学術集会，那覇市 
4. 中嶋恵美子，塚原ひとみ，浦綾子，金山正子，大倉美鶴，黒髪恵，田中美加，福田和美，山田小織，

金城忍，仲宗根洋子，正野逸子，室屋和子，生野繁子，櫨本和代，坂井邦子，北川明，松浦賢長，
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安酸史子：大学が取り組む新人看護師に対する看護技術支援（2011），第 31 回日本看護科学学会学

術集会，東京都 
5. 金城忍，吉村邦枝，池宮城美和子，小笹美子，友寄幸子，新垣豊美，大城美恵子，新垣徳子，山田優

子，糸嶺京子，津波古正江，神谷八重子，高屋澄子，下地洋子：平成 23 年度看護協会看護研修の評

価と今後の課題（2011），第 27 回沖縄県看護研究学会，沖縄市 
その他 

1. 高橋幸子，伊良波理絵，名渡山智子，金城忍，嘉手苅英子（2011）：看護学生を対象とした健康自主

管理プログラムの看護学教育的意義の検討，平成 22 年度 学長奨励教育研究. 
 

講師・佐久川政吉 
学会 

1. 大湾明美・坂東瑠美・佐久川政吉・田場由紀・伊牟田ゆかり・呉地祥友里（2011 年 11 月）、

小離島における在宅終末期ケアのしくみづくり－A島とB島との特徴から－、第76回日本民族

衛生学会総会、福岡市 
2. 伊牟田ゆかり・大湾明美・佐久川政吉・田場由紀（2011 年 11 月）、生活機能障害を持つ高齢

者の自己概念と自己概念に影響を及ぼす他者の役割－高齢者ひとりの生活歴の語りからの考察

－、第 76 回日本民族衛生学会総会、福岡市 
3. 山口初代・大湾明美・佐久川政吉・呉地祥友里・坂東瑠美・糸数仁美（2011 年 10 月）、沖縄

県小離島における要支援・要介護高齢母親と息子とのサポートの授受の意味、日本ルーラルナ

ーシング学会第６回学術集会、旭川市 
4. 盛島幸子・知念久美子・大湾明美・野口美和子（2011 年 10 月）、島嶼における保健看護活動

の評価のあり方－宮古保健所管内における母子保健活動の過程を通して－、日本ルーラルナー

シング学会第６回学術集会、旭川市 
報告書等 

1. 佐久川政吉（2012） 「資料２ シラバス：包括的保健看護実習Ⅰ」 前田和子・神里みどり・

大湾明美編 『平成 23 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島しょにおける「包括

的専門看護師」の養成 平成 23 年度成果報告書』、沖縄県立看護大学 
 

講師・嵩元リカ 
報告書等 

1. 嵩元リカ（2012）別科助産専攻 教育的介入の評価．シンセイサイザー10(1)：49-53、沖縄県立

看護大学 
 

講師・知念正江 
なし 

 
講師・當山紀子 

著書 
1. 當山紀子（2012）「第 1 章 世界の健康課題」「第 2 章 健康実現へのこれまでの取り組み」「第
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3 章 健康に関わる社会資源・社会環境」「終章 国際保健・看護への進路と学び方」 山崎明

美、當山紀子編『やさしく学べる国際保健・看護の基礎と実践』東京：桐書房、PP27-107, 
183-192 

学会 
1. 當山紀子・栗原加代子・上別府圭子（2011 年 6 月）、保健師の家族看護実践の実態とその関連

要因に関する研究、日本家族看護学会第 18 回学術集会、京都市 
その他 

1. 當山紀子（2012）将来の看護師の文化的コンピーテンス（異文化への対応能力）：海外交流・

留学経験から学んだものは何か？、シンセサイザー、in print 
 

講師・仲宗根 洋子 
学術論文 

1. 仲宗根洋子（2011）生活習慣病の看護における島しょ性アプローチの検討－3つの活動報告

を通して－､ 沖縄県立看護大学紀要 12:123-130 

2. 仲宗根洋子、野村幸子、知念久美子、玉城清子、神里みどり（2011）Rural Contexts-Islands 

ルーラルの文脈-島しょ､ 沖縄県立看護大学紀要 12:139-147 

3. 野村幸子、仲宗根洋子、知念久美子（2011）本邦の文献にみる島しょ看護に関する研究の動向､ 

沖縄県立看護大学紀要 12:131-138 

学会 
1. Akira Kitagawa, Yasue Yamazumi, Itsuko Shono, Kazuko Muroya, Sgeko Shono, Kazuyo Hazemoto, 

Kuniko Sakai, Shinobu Kinjo, Yoko Nakasone, Emiko Nakajima,Hitomi Tsukahara, Natsuko 

Shimizu,  Fumiko Yasukata（2011）Conducting needs analysis with a view to impproving the 

skills of newly graduated nurses in japp.an, Sigma Theta Tau International  22nd 

International Nursing Research Congress（メキシコ）p49 

2. Emiko Nakajima, Hitomi Tsukahara, Ayako Ura, Kuniko Sakai, Shinobu Kinjo, Yoko Nakasone, 
Itsuko Shono, Kazuko Muroya, Sgeko Shono, Kuniko Sakai, Akira Kitagawa, Yasue Yamazumi, 

Fumiko Yasukata(2011) Actual condition of nursing skills support and satisfaction of 

novice nurses who received the supppport, Sigma Theta Tau International  22nd 

International Nursing Research Congress（メキシコ）p64 

3. 仲宗根洋子、神里みどり(2011) 島嶼における生活習慣病に対する予防看護の現状と課題－包括

性、連携性、地域・文化性の視点からの評価－日本ルーラルナーシング学会 第 6回学術集会

（旭川市）p15 

4. 中島恵美子、塚原ひとみ、浦綾子、大倉美鶴、黒髪恵、田中美香、福田和美、山田小織、金城忍、

仲宗根洋子、庄野逸子、生野繁子、櫨本和代、坂井邦子、北側明、室谷和子、浦松賢長、安酸史

子(2011 )大学が取り組む新人看護師に対する看護技術支援,第 31回日本看護科学学会学術集会

（高知県）p347 

報告書等 
1. 仲宗根洋子（2012）成人保健看護 喘息と糖尿病のガイドライン．シンセサイザー、10(1)：2-4、

沖縄県立看護大学 
2. 仲宗根洋子（2012） 「資料２ シラバス：包括的保健看護実習Ⅱ」 前田和子・神里みどり・

大湾明美編 『平成 23 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島しょにおける「包

括的専門看護師」の養成 平成 23 年度成果報告書』、沖縄県立看護大学、P41 
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講師・宮里智子 

学術論文 
1. 大城辰徳, 名渡山智子：HIV 感染症患者に専任でかかわる看護師の HIV 感染症患者の看護に対

する考えと姿勢. 日本感染看護学会誌,7(1), 18-25, 2011 
2. 仲宗根由美, 名渡山智子：タクシー乗務員の呼吸器感染症予防の現状. 環境感染誌, 26(3), 

167-171, 2011.     
学会 

1. 仲吉八重, 新城トヨ, 宮里愛子, 田幸香代, 名渡山智子（2011 年 8 月）:八重山病院の変遷と看護

活動, 日本看護歴史学会第 25 回学術集会、那覇市 
2.  金城忍, 嘉手苅英子, 名渡山智子, 上里利恵子, 加藤久美子(2011 年 8 月): 沖縄の看護の歴史に

関するエピソード選定の視点, 「物に語らせる沖縄の看護の歴史資料集」作成に向けて.  日本

看護歴史学会第 25 回学術集会、那覇市 
 

講師・山口賢一 
学術論文 

1. 山口賢一（2012）Rationalization and concealment of violence in American responses to 9/11: 
Orientalism(s) in a state of exception、Journal of Postcolonial Writing 特別号 (注：査読後の

修正及び出版社への著作権委譲書類提出済；2012 年 3 月中に発表されるかは未定） 
 

助教・宇良俊二 
学術論文 

1. 宇良俊二・當山冨士子・田場真由美・高原美鈴・金城芳秀（2011）沖縄県内の断酒会に参加し

ているアルコール依存症者の自殺に対する意識および態度に関する研究、沖縄県立看護大学紀

要 13 号投稿中 
 

助教・高橋 幸子 
学会 

1. 高橋幸子、伊良波理絵、宮里智子、金城忍、嘉手苅英子（2011 年 12 月）、看護学生を対象と

した「健康自主管理プログラム」の看護学教育的意義の検討、日本看護科学学会、第 31 回学術

集会、高知市 
報告書等 

1．高橋幸子 基礎看護 看護学部生の自己の健康状態と行動との関連の気づきの促進．シンセサイ

ザー10(1)：15-20 
その他 

1．嘉手苅英子、金城忍、名渡山智子、高橋幸子、伊良波理絵、金城芳秀、鈴木ミナ子（2011）、
基礎看護‘暴言を経験した看護学生の行動報告’、The Synthesizer、9(1)、19-25 
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助教・田場由紀 
学術論文 

1. 田場由紀・大湾明美・伊牟田ゆかり・糸数仁美・呉地祥友里・野口美和子（2012）要介護高齢

者の社会への参加ニーズとその特性、沖縄県立看護大学紀要 13:83-92 
 
学会 

1. 大湾明美・坂東瑠美・佐久川政吉・田場由紀・伊牟田ゆかり・呉地祥友里（2011 年 11 月）、

小離島における在宅終末期ケアのしくみづくり－A島とB島との特徴から－、第76回日本民族

衛生学会総会、福岡市 
2. 田場由紀・大湾明美・伊牟田ゆかり・糸数仁美・呉地祥友里・野口美和子（2011 年 11 月）、

要介護高齢者の社会への参加ニーズとその特性、第 76 回日本民族衛生学会総会、福岡市 
3. 伊牟田ゆかり・大湾明美・佐久川政吉・田場由紀（2011 年 11 月）、生活機能障害を持つ高齢

者の自己概念と自己概念に影響を及ぼす他者の役割－高齢者ひとりの生活歴の語りからの考察

－、第 76 回日本民族衛生学会総会、福岡市 
4. 呉地祥友里・田場由紀・大湾明美（2011 年 10 月）、島出身者による高齢者ケアの誕生にかか

わった経緯－A 島の事例－、日本ルーラルナーシング学会第６回学術集会、旭川市 
5. 下地幸子・大湾明美・田場由紀・糸数仁美・呉地祥友里・野口美和子（2011 年 11 月）、高齢

糖尿病患者の主体的な参加のプロセスによる仲間との活動の評価と看護職の役割、第 76 回日

本民族衛生学会総会、福岡市 
報告書等 

1．田場由紀（2012）老年保健看護 地域在住高齢者のつながり．シンセサイザー10(1)：21-23 那

覇：沖縄県立看護大学 

 
助教・西平朋子 

学術論文 
1. 西平朋子・玉城清子（2011）産後 1 か月と 3 か月時点の母親の抑うつの変化－NICU に入院した子

どもをもつ母親と正常新生児をもつ母親との比較－、沖縄県立看護大学紀要 12: 37-46 

2. 玉城清子・西平朋子・賀数いづみ・井上松代・川平由美（2011）院内助産システム開設の始動－第 1 次

～第 3 次救急医療を担う施設の場合－、沖縄県立看護大学紀要 12: 85-92 

学会 
1. 上田礼子・吉川千恵子・玉城清子・上間友香・西平朋子・宮澤純子（2011 年 11 月）、子ども虐待予防の

プレアセスメントツールと支援に関するアクション・リサーチ、第 75 回日本民族衛生学会総会、福岡市 

 

助教・牧内忍 
学会 

1. 牧内忍、國吉緑（2011 年 10 月）、A study of the response to the specific health chekup in the 
middle aged engaged in transportation industry in Okinawa、APACPH、韓国 ソウル市 

2. 玉城文子、牧内忍（2011 年 11 月）、大学生における新型インフルエンザの知識、意識と

予防行動、第 43 回沖縄県公衆衛生学会、那覇市 
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3. 石川りみ子、日高艶子、白水麻子、前田和子、渡久山朝裕、牧内忍 他（2012 年 3 月）、An Attempt 
to Conduct Mutually Attended Classes for Graduate School Education at Different 
Locations through Information and Communication Technology (ICT) 第１回国際ケアリン

グ学会 広島市 
 
助教・宮城裕子 

学会 
1. 石川りみ子、玉城久美子、宮城裕子（2011 年 11 月）、島嶼に居住する在宅酸素療法患者の在

宅療養に影響する要因と支援体制の検討、日本呼吸ケアリハビリテーション学会、長野県 
2. 石川りみ子、玉城久美子、宮城裕子（2011 年 9 月）、島嶼に居住する在宅療法患者の自己管理

行動の現状と支援体制の検討、沖縄県公衆衛生学会 
3. 徳村龍二、石川りみ子、宮城裕子（2011 年 9 月）、在宅酸素療法患者の社会参加に影響する要

因、日本看護学会、大阪府 
4. 時岡皜平、石川りみ子、宮城裕子（2011 年 9 月）、外来での慢性疾患患者への療養指導に対す

る看護師の認識と課題、日本看護学会、大阪府 
その他 

1. 宮城裕子（2011 年 5 月）離島に居住する糖尿病患者の療養に関する研究、沖縄県立看護大学学

長奨励研究報告 
2. 石川りみ子、宮城裕子（2012 年 3 月）島しょに居住する HOT 患者の在宅での療養状況および

伝統的な行事と QOL との関連、沖縄県立看護大学紀要 第 13 号 p17-29 
3. 宮城裕子（2012 年 3 月）シンセサイザー 第 10 巻 1 号 成人保健看護 編集委員 

 
助手・糸数仁美 

報告書等 
1．糸数仁美（2011）、地域保健看護 ボディーマスインデックス（BMI）と食品事業所までの移

動距離—30 年にわたるフラミンガム心臓研究の子孫コホートよりー、シンセサイザー 
 

助手・伊牟田ゆかり 
学術論文 

1. 田場由紀・大湾明美・伊牟田ゆかり・糸数仁美・呉地祥友里・野口美和子（2012）要介護高齢

者の社会への参加ニーズとその特性、沖縄県立看護大学紀要 13:83-92 
学会 

1. 大湾明美・坂東瑠美・佐久川政吉・田場由紀・伊牟田ゆかり・呉地祥友里（2011 年 11 月）、

小離島における在宅終末期ケアのしくみづくり－A島とB島との特徴から－、第76回日本民族

衛生学会総会、福岡市 
2. 田場由紀・大湾明美・伊牟田ゆかり・糸数仁美・呉地祥友里・野口美和子（2011 年 11 月）、

要介護高齢者の社会への参加ニーズとその特性、第 76 回日本民族衛生学会総会、福岡市 
3. 伊牟田ゆかり・大湾明美・佐久川政吉・田場由紀（2011 年 11 月）、生活機能障害を持つ高齢

者の自己概念と自己概念に影響を及ぼす他者の役割－高齢者ひとりの生活歴の語りからの考察
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－、第 76 回日本民族衛生学会総会、福岡市 
4. 美底恭子・大湾明美・伊牟田ゆかり・糸数仁美（2011 年 10 月）、離島診療所における高齢者

の内服自己管理への看護師の支援（第２報）－「受診支援」に着目して－、日本ルーラルナー

シング学会第６回学術集会、旭川市 
 

助手・上原梨那 
学会 

1. 鈴木ミナ子、野村幸子、上原和代、上原梨那（2011 年 8 月）、第 12 回九州小児看護教育研究

会、大分市 
報告書等 

1. 上原梨那（2012）小児保健看護 知識と実践間の循環性促進：Knowledge Translation. シンセ

サイザー10(1)：5-10、沖縄県立看護大学 
 

助手・上間友香 
学会 

1．上田礼子、吉川千恵子、玉城清子、上間友香、西平朋子、宮澤純子（2011、11 月）子ども虐待

予防のプレアセスメントツールと支援に関するアクションリサーチ、第 76 回日本民族衛生学会、

福岡県 
報告書等 

1．上間友香（2012）母性保健看護・助産 助産師のエンパワーメント．シンセサイザー10(1)：25-28、
沖縄県立看護大学 

 
助手・下中壽美 

なし 
 
助手・鈴木ミナ子 

学会 
1. 鈴木ミナ子（2011 年 8 月）『小児看護技術における OSCE 実施の効果について』、第 12 回九

州小児看護教育研究会、大分県大分市 
 

助手・高原美鈴 
学術論文 

1．當山冨士子・高原美鈴：沖縄における精神科医療の黎明、沖縄県立看護大学紀要 13 号、2012
年 3 月 

2．嘉陽晴奈、當山冨士子、田場真由美、宇良俊二、高原美鈴、宮城千秋：タッピング・タッチの

心身へ の影響－通所リハビリテーション利用者を対象として－、第 27 回沖縄県看護研究学

会集録 p95-98  2012 年 2 月 
3．渡口真理子、宮平恵、田場真由美、當山冨士子、宇良俊二、高原美鈴、宮城千秋：アスペルガ

ー症候 群の子供を持つ親への支援－診断前と診断後における悩み・ニーズから、第 27 回沖
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縄県看護研究学会集録 p153-156 2012 年 2 月 
4．宮平恵、渡口真理子、田場真由美、當山冨士子、宇良俊二、高原美鈴、宮城千秋：自閉症児を

持つ母 親の育児に関する肯定的情動－A 県内の自閉症の会会員へのインタビュー調査より

－、第 27 回沖縄県 看護研究学会集録 p161-164 2012 年 2 月 
学会 

1．平井志保、當山冨士子、高原美鈴：”沖縄戦”へ動員を余儀なくされた元女子学徒隊の看護と

精神保 健(その１)、第 70 回日本公衆衛生学会総会抄録集、p381 秋田市 2011 年 10 月   
2．塚田宏子、當山冨士子、高原美鈴：”沖縄戦”へ動員を余儀なくされた元女子学徒隊の看護と

精神保 健(その 2)、第 70 回日本公衆衛生学会総会抄録集、p381 秋田市 2011 年 10 月   
 

助手・高宮里沙 
学会 

1. Midori Kamizato, Yuko Aihara, Sayuri Jahana, Kaori Saeki, Naomi Tamai, Mieko Taira, 
Kasumi Hamada, Ryuta Yosizawa, Kayo Nagano, Risa Takamiya(2012年3月): The Serching 
for Effectiveness and usefulness of Tapping Touch into Nursing Practice, International 
Hiroshima Conference on Caring and Peace, Hiroshima 

2.  Mieko Taira, Midori Kamizato, Yuko Aihara, Sayuri Jahana, Kaori Saeki, Naomi Tamai, 
Kasumi Hamada, Ryuta Yosizawa, Kayo Nagano, Risa Takamiya(2012年3月): The Serching 
for Effectiveness of Healing Touch into Nursing Practice , International Hiroshima 
Conference on Caring and Peace, Hiroshima 

報告書等 
1. 神里みどり・相原優子・謝花小百合・玉井なおみ・田島瑞穂・清水香織・塚原ゆかり・山本弥

生・吉澤龍太・濱田香純・永野佳世・平良美栄子・高宮里沙(2012)「平成 21 年度～23 年度科

学研究費補助金(基盤研究 C)エビデンスに基づいたがん看護援助に関する補完代替療法の教育

プログラムの開発 実践活動報告書」沖縄：沖縄県立看護大学 
 

助手・玉城久美子 
学術論文 

1. 石川りみ子・玉城久美子・宮城裕子（2011）島嶼に居住する HOT 患者の在宅療養に影響する

要因と支援体制の検討、日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 
2. 玉城久美子・石川りみ子（2012 年 9 月）、外来で化学療法を受けている乳がん患者のストレス

コーピング 第 42 会日本看護学会論文集 成人看護Ⅰ・Ⅱ、大阪市（掲載予定） 
学会 

1. 玉城久美子・石川りみ子（2012 年 9 月）、外来で化学療法を受けている乳がん患者のストレス

コーピング 第 42 会日本看護学会 成人看護Ⅰ・Ⅱ、大阪市 
2. 石川りみ子・玉城久美子・宮城裕子（2011）島嶼に居住する HOT 患者の在宅療養に影響する

要因と支援体制の検討、日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 
 


